
平成２５年１月
奈良県立教育研究所

　

１ 調査実施対象 県内小学校１７校の小学１年生の保護者（1,074人）

２ 調査実施時期 事前アンケート 平成２４年７月
事後アンケート 平成２４年９月

○　好きなテレビ番組や遊び

「おやこで花マル！プロジェクト」調査事業 

集計結果 

調査の目的 

調査の内容 

調査の概要 

 家庭内でのコミュニケーションをより豊かにするためのきっかけづくりとして「おやこで花マ

ル！プロジェクト」を実施することで、家庭における親と子の関わり方に対する意識への影

響について調査し、今後の家庭の教育力の向上に役立てる。 

  小学1年生とその保護者が、親子で一緒に取り組めること（以下、「おやこで花マル！プ

ロジェクト」という。）を、夏期休業期間を中心にして各家庭で実施し、その効果を検証する 

ため、夏期休業前と夏期休業後に、保護者を対象としたアンケート調査を実施する。 

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

①

 

②

③



回答者性別内訳
性別 人数(%)
男性 122(14.9)
女性 697(85.0)
不明 1(0.1)
計 820(100)

○　好きなテレビ番組や遊び

「おやこで花マル！プロジェクト」事前アンケート調査　集計結果

（回収率76.4%)

家庭内でのコミュニケーションをより豊かにするためのきっかけづくりとして「おやこで花マ

ル！プロジェクト」を実施することで、家庭における親と子の関わり方に対する意識への影

ロジェクト」という。）を、夏期休業期間を中心にして各家庭で実施し、その効果を検証する 

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

①  普段（仕事がある日）、コミュニケーションをとるために、意識的に子どもと一緒にしようと思わ 

 れるのは、どのようなことですか。（３つまでの複数回答） 

② 普段、子どもと向き合っている時間はどのくらいですか。 

④
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③ 普段、子どもとのコミュニケーションは足りていると思いますか。 
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⑤

⑦
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○　好きなテレビ番組や遊び

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

④  休みの日（仕事がない日）、コミュニケーションをとるために、意識的に子どもと一緒に 

  しようと思われるのは、どのようなことですか。（３つまでの複数回答） 
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⑤ 休みの日、子どもと向き合っている時間はどのくらいですか。 

⑥ 休みの日、子どもとのコミュニケーションは足りていると思いますか。 

26% 60% 12% 1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

十分足りている まあ足りている あまり足りていない 全く足りていない 

⑦ 子どもとコミュニケーションをとることは大切なことだと思いますか。 
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【その他】
○　長所・短所
○　好きなテレビ番組や遊び

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

⑧ 子どものことをどれだけ知っていますか。 

38% 

24% 

10% 

24% 

59% 

53% 

62% 

58% 

49% 

38% 

9% 

14% 

31% 

24% 

3% 

0% 

0% 

1% 

4% 

0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

勉強や成績 

友達や遊び 

学校のできごと 

将来や夢のこと 

好きなもの 

よく知っている まあ知っている あまり知らない 全く知らない 

⑨

4



【その他】
○　様々な人とふれあわせること
○　友達とコミュニケーションがとれるようにすること
○　自分で考え行動できるようにすること
○　自分の考えを伝えられるようにすること
○　いろいろな経験をさせること
○　お年寄りを大切にすること
○　素直に謝る気持ちをもたせること
○　美しいと感じる心をもたせること
○　根気をつけること
○　返事ができるようにすること
○　嘘をつかないようにすること

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

⑨ 子育てにおいて大切にしようと思われているのは、どのようなことですか。 
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回答者性別内訳
性別 人数(%)
男性 51(5.6)
女性 836(91.8)
不明 24(2.6)
計 911(100)

Ⅰ　「おやこで花マル！プロジェクト」について

【その他】 　
（一般） ○　車洗い　

○　一緒にせみとり
○　一緒にお風呂で背中流し
○　兄弟の世話
○　一緒にお洗濯
○　お墓参り

（運動系） ○　なわとびにチャレンジ
○　魚釣り
○　一緒にスイミング
○　夜のウォーキング
○　キャンプに行こう

（工作系） ○　絵本つくり
○　貯金箱つくり
○　陶芸
○　割り箸鉄砲つくり
○　折り紙で動物園をつくろう

他

「おやこで花マル！プロジェクト」事後アンケート調査　集計結果

（回収率84.8%)

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

１ 子どもと一緒に、どのような内容に取り組みましたか。（複数回答可） 
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○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

28% 21% 19% 9% 9% 16% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

1日のみ １日以上３日未満 ３日以上１週間未満 

１週間以上２週間未満 ２週間以上１ヶ月未満 １ヶ月以上 

２ １の取組について、子どもと一緒に、どのくらいの期間取り組みましたか。 

３ １の取組について、子どもと一緒に、誰が取り組みましたか。（複数回答可） 
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【その他】
○　自分のことは自分でできるようになった
○　やってみようという積極性がでてきた
○　最後までやり遂げるようになった
○　体力がついてきた
○　苦手なものが食べられるようになった
○　人の話が聞けるようになった
○　じっくり本を読めるようになった
○　節電を意識するようになった
○　生き物や植物にやさしくなった
○　約束をまもるようになった
○　いろいろなことに興味をもつようになった
○　家族の大切さがわかった
○　粘り強さや我慢強さが身についた
○　ものづくりの楽しさを実感していた
○　自転車に乗れるようになった
○　あいさつができるようになった
○　父親とコミュニケーションがとれるようになった
○　料理に興味をもつようになった
○　すすんでお手伝いをするようになった
○　会話が増えた
○　星や月に興味をもつようになった
○　何事も真剣に取り組むようになった
○　責任をもって自分の仕事ができるようになった

他

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

４ １の取組に取り組んで、子どもにどのような様子が見られるようになりましたか。（複数回答可） 
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手伝いをするようになった 

時間を守るようになった 

特に変化は感じられなかった 

その他 
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１
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Ⅱ　子どもとの関わりについて　

○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

１ 実施期間中、子どもとのコミュニケーションはとれましたか。 

41% 55% 
4% 

0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

十分とれた まあとれた あまりとれなかった 全くとれなかった 

２ 普段（仕事がある日）、子どもと向き合っている時間はどのくらいですか。 

0% 

4% 
26% 18% 13% 38% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

全くない 30分未満 30分以上60分未満 60分以上90分未満 90分以上120分未満 120分以上 

３ 休みの日（仕事がない日）、子どもと向き合っている時間はどのくらいですか。 

0% 

0% 

5% 11% 11% 73% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

全くない 30分未満 30分以上60分未満 60分以上90分未満 90分以上120分未満 120分以上 

４ 子どもとコミュニケーションをとることは大切なことだと思いますか。 

92% 8% 

0% 

0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

とても大切である まあ大切である あまり大切でない 全く大切でない 

５

６
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○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

1% 

0% 

4% 

2% 

3% 

29% 

10% 

5% 

34% 

11% 

25% 

45% 

60% 

50% 

45% 

51% 

50% 

18% 

29% 

44% 

17% 

36% 

21% 

8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

楽しかった 

大切なことだと思った 

子どもの知らない一面を知ることができた 

子どもの成長を感じることができた 

親子の関わり方を見直すよい機会となった 

一緒にいる時間をつくるのが大変だった 

強くそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

５ 「おやこで花マル！プロジェクト」に取り組んで、どのように感じましたか。 

６ 「おやこで花マル！プロジェクト」に取り組んで、以前と比べて、あなたはどのようなことに力を入 

 れようと感じましたか。 

2% 

4% 

1% 

2% 

2% 

2% 

5% 

3% 

2% 

2% 

3% 

14% 

27% 

5% 

8% 

8% 

5% 

28% 

18% 

10% 

14% 

18% 

59% 

54% 

41% 

43% 

54% 

39% 

51% 

54% 

56% 

54% 

57% 

25% 

16% 

53% 

48% 

37% 

54% 

15% 

25% 

32% 

30% 

22% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

子どもといる時間を多くする 

子どもと一緒にお風呂に入る 

子どもとよく話す 

子どもと一緒に食事をする 

子どもとよく遊ぶ 

子どもと挨拶を交わす 

子どもを寝かしつける 

子どもに本の読み聞かせをする 

子どもの勉強をみる 

子どもの学校の行事に参加する 

子どもと地域の行事に参加する 

強くそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

７

８
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○ 実施校一覧

市 町 村 学 校 名 市 町 村 学 校 名

奈 良 市 済 美 南 小 学 校 葛 城 市 新 庄 小 学 校

天 理 市 丹 波 市 小 学 校 宇 陀 市 室 生 東 小 学 校

天 理 市 山 の 辺 小 学 校 川 西 町 川 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 小 学 校 広 陵 町 広 陵 西 小 学 校

橿 原 市 真 菅 北 小 学 校 広 陵 町 広 陵 北 小 学 校

桜 井 市 桜 井 小 学 校 広 陵 町 真美ヶ丘第二小 学 校

桜 井 市 桜 井 南 小 学 校 下 市 町 下 市 小 学 校

生 駒 市 生 駒 南 小 学 校

生 駒 市 生 駒 北 小 学 校

生 駒 市 俵 口 小 学 校

７ 子どもは、「わがやのおやくそく」を守ろうとしていましたか。 

41% 50% 
8% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

守ろうとしていた どちらかといえば、守ろうとしていた 

あまり守ろうとしていなかった 全く守ろうとしていなかった 

８ 「おやこで花マル！プロジェクト」に取り組んで、子どもは、約束を守ろうとするようになったと思い 

 ますか。 

22% 55% 
21% 

2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 

そう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 
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調査の目的：  家庭内でのコミュニケーションをより豊かにするためのきっかけづくり

として「おやこで花マル！プロジェクト」を実施することで、家庭におけ

る親と子の関わり方に対する意識への影響について調査し、今後の家庭の

教育力の向上に役立てる。 

調査の内容：   小学 1年生とその保護者が、親子で一緒に取り組めること（「おやこで花

マル！プロジェクト」）を、夏期休業期間を中心にして各家庭で実施し、そ

の効果を検証するため、夏期休業前と夏期休業後に、保護者を対象とした

アンケート調査を実施する。 

調査実施対象： 県内小学校１７校の小学１年生の保護者（1,074 人） 

・ 家庭におけるコミュニケーションの改善
・ 保護者の意識の変容
・ 子どもの生活習慣の改善や規範意識の向上

（１） 保護者の背中を後押しするような取組の実施

（２） コミュニケーションが十分にとれる、日常生活の一場面に焦点を当てた「お手伝

い的な要素」が含まれた取組の実施

（例） 「いっしょにごはん！」「いっしょにおおそうじ！」

（３） 低学年の子どもが保護者との約束を守ることが含まれた取組の実施

子どもとのコミュニケーションをとることは大切だと感じているが、
十分にはとれていない。

奈良県の保護者の意識

プロジェクトの効果

今後に向けて

◆道徳性発達理論（Ｌ・コールバーグ）

「道徳性は他律的から自立的へという
段階を経る」という考えに基づく３水準
６段階からなる発達段階
前慣習的水準
慣習的水準
脱慣習的水準

慣習的水準にあたる小学１年生は、
他律的な発達を遂げる時期であり、
周りの人たちに喜ばれたり認められ
たりすることがよい行動となる。

◆社会的絆理論（Ｔ・ハーシー）

個人を社会に繋ぎとめておく４つの
社会的絆
「愛着（ Attachment ）」
「コミットメント（ Commitment ）」
「巻き込み（Involvement）」
「規範観念（Belief）」

「愛着」とは家族や仲間など、愛着
を感じる相手の期待に沿い、裏切ら
ないとする感情レベルでの絆で、社
会的絆の中で最も重要とされる。

家庭におけるコミュニケーションをとる「きっかけ」の提供

理論

①、⑩・・・

・・・ ①～③
・・・ ⑩、⑪
・・・ ④～⑨

結果の分析

結果の分析

 

調査の概要 

「おやこで花マル！プロジェクト」調査事業のまとめ 

奈良県立教育研究所 
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事前アンケート： 平成２４年７月（回収率 76.4％） 

   事後アンケート： 平成２４年９月（回収率 84.8％） 

 

 

 

１ 家庭における親子のコミュニケーションについて 

 

 

 

 

 

 

 

十分とれた 

41% 

十分 

足りている 

26% 

十分 

足りている 

11% 

まあとれた 

55% 

まあ足りている 

60% 

まあ足りている 

53% 

あまり 

とれなかった 

4% 

あまり 

足りていない 

12% 

あまり 

足りていない 

30% 

全く 

とれなかった 

0% 

全く 

足りていない 

1% 

全く 

足りていない 

5% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後 

休みの日 

普段 

① 家庭でのコミュニケーションの充足度 

(ⅰ)子どもとのコミュニケーションは足りているか（事前） 

結果の分析 

（集計結果 p.2 事前アンケート③） 

（集計結果 p.3 事前アンケート⑥） 

 

調査実施時期 

本プロジェクトを実施することにより、「子どもとのコミュニケーション

は十分にとれた」と回答した家庭が増加した。 

(ⅱ)実施期間中、子どもとのコミュニケーションは十分とれたか（事後） 

0%   10%   20%   30%   40%   50%   60%   70%   80%   90%  100% 

（集計結果p.9 事後アンケートⅡ１） 
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２ 子どもの生活習慣や規範意識の変化について  

 

 

 

 

 

0% 

1% 

4% 

7% 

26% 

21% 

18% 

21% 

13% 

17% 

38% 

32% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後 

前 

② 子どもと向き合う時間（普段） 

全くない 30分未満 30分以上60分未満 60分以上90分未満 90分以上120分未満 120分以上 

0% 

0% 

0% 

1% 

5% 

7% 

11% 

10% 

11% 

14% 

73% 

68% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後 

前 

③ 子どもと向き合う時間（休みの日） 

全くない 30分未満 30分以上60分未満 60分以上90分未満 90分以上120分未満 120分以上 

83 

114 
415 

79 

46 

647 

173 

567 

103 

395 

84 

293 

128 

49 

0 200 400 600 800

いっしょにごみひろい！ 

あいさつぎんこう 

はやおき！ラジオたいそう 

いっしょにたんけんサイクリング！ 

いっしょにやまのぼり！ 

いっしょにごはんをつくってたべよう！ 

いっしょにおはなしかい！ 

なつのおおそうじ 

エコにチャレンジ！ 

いっしょにかんさつ 

学校で実施されたイベント 

その他(一般） 

その他（運動系） 

その他（工作系） 

（件） 

④ 親子で実施した取組の内容 

（集計結果 p.9 事後アンケートⅡ１） 

（集計結果 p.3 事前アンケート⑤） 

 

（集計結果 p.9 事後アンケートⅡ３） 

 

（集計結果 p.6 事後アンケートⅠ１） 

（集計結果 p.2 事前アンケート②） 

 

（集計結果p.9 事後アンケートⅡ２） 

 

普段、子どもと向き合う時間が３０分未満の家庭の割合が半減し、２時間

以上の時間をとる家庭の割合が増加した。 

保護者の仕事が休みの日も、同様の傾向が見られる。 

 本プロジェクトにおいて、家庭で選択された取組は「いっしょにごはんを

つくってたべよう」や「なつのおおそうじ」などのような、日常の生活の一

部を取り入れた活動が多かった。 

事後 

 

事前 

 

事前 

 

事後 
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変化があった取組 

73% 

変化がなかった 

取組 

27% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑤ 取組後の子どもの様子の変化の有無 

416 
68 

83 

83 

113 

151 

218 

242 

349 

864 

0 200 400 600 800 1000

その他 

すすんで勉強するようになった 

時間を守るようになった 

お礼が言えるようになった 

挨拶をするようになった 

屋外で遊ぶようになった 

思いやりのある行動がとれるようになった 

部屋の片付けをするようになった 

早寝・早起きをするようになった 

手伝いをするようになった 

（件） 

⑥ 取組後の子どもに見られた様子 

41% 50% 
8% 

1% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑦ 子どもは取組期間中、約束を守ろうとしていたか 

守ろうとしていた どちらかといえば、守ろうとしていた 

あまり守ろうとしていなかった 全く守ろうとしていなかった 

（集計結果p.11 事後アンケートⅡ７） 

22% 55% 21% 2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

⑧  子どもは取組終了後、約束を守ろうとするようになったか 

そう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

（集計結果p.11 事後アンケートⅡ８） 

（集計結果 p.8 事後アンケートⅠ４より） 

（集計結果 p.8 事後アンケートⅠ４より） 

 
 取組を実施することにより、取組後の子どもの様子には、手伝いや早寝・

早起き、部屋の片付けなど生活習慣に関わる変化が見られたという回答が多

かった。 

 事前に家庭で決めた「取組を行う上での約束事」について、子どもは約束

を守ろうとしていたと肯定的に捉えている保護者が約 90％と高い割合であ

った。また、この取組を行うことによって、子どもは約束を守ろうとするよ

うになったと肯定的に捉えている保護者の割合も約 80％となっている。 
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３ 保護者の意識の変容について  

 

 

 

 

 

27% 

19% 

54% 

54% 

16% 

24% 

3% 

3% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ヶ月以上の取組 

3日未満の取組 

⑨ 取組期間による子どもの様子のちがい 

「子どもは約束を守ろうとするようになったか」 

そう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

92% 

90% 

8% 

10% 

0% 

0% 

0% 

0% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

後 

前 

⑩ 子どもとコミュニケーションをとることは大切なことだ

と思うか 

とても大切である まあ大切である あまり大切でない 全く大切でない 

3% 

4% 

29% 

25% 

34% 

45% 

50% 

45% 

18% 

21% 

17% 

8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親子の関わり方を見直すよい機会となった 

子どもの知らない一面を知ることができた 

一緒にいる時間をつくるのが大変だった 

⑪ 「おやこで花マル！プロジェクト」に取り組んでどのよ

うに感じたか 

強くそう思う まあそう思う あまりそう思わない 全くそう思わない 

（集計結果 p.11 事後アンケートⅡ８より） 

（集計結果 p.3 事前アンケート⑦） 

 

（集計結果 p.9 事後アンケートⅡ4） 

 

取組期間が長いほど、子どもは約束を守ろうとするようになる傾向が見ら

れる。 

 「一緒にいる時間をつくるのが大変だった」と感じている保護者の割合は

高いが、取組を行うことによって、「子どもの知らない一面を知ることができ

た」「親子の関わり方を見直す機会となった」と考えている保護者がそれぞれ

約 40％、30％となっており、取組の効果が現れている。 

（集計結果 p.10 事後アンケートⅡ5より） 
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